
































Book Review: YAMADA Hitoshi, NAGAYAMA Yukari, FUJIWARA Junko, ed, 





























































承文芸研究者が『神話的昔話』と呼ぶのはそのためである」［齋藤 2011 : 1］と指摘した上で、「シ
ベリアには神話というジャンルはない。あるのは神話的観念であり、それは口伝えで伝承されて











































を占めているとされ、わずかではあるが、2番目、4番目に多い［沖 2012 : 30］。温暖化で氷河や
凍土が溶け出した際の影響ははかりしれない。激しい降雨の頻度が増加し、洪水リスクが高まる
とも言われている。
　あとがきには、こうした関心に応えるものとして次なる関連書籍の出版が予告されている。タ
イトルは『温暖化するシベリア――変化する水環境と社会』で、藤原潤子氏が再び編著者の 1人
となっている。シベリアの気候、植生、動物、近年の水害とそれに対する適応策が記述される
他、北方諸民族の文化における「水」について、より詳細な解説もなされるとのことである。シ
ベリアの水環境の変化は、人々の水をめぐる観念、意識をどのように変容させていくのだろう
か。昨年、大雪による交通途絶や大雨による土砂災害に立て続けに見舞われた日本に住む私たち
にとっても、おおいに注目すべき切実なテーマであると言えるだろう。
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